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令和５年度　こころの健康プロジェクト事業報告
ふれあいピック春季大会（第 23 回埼玉県パラスポーツ大会）に参加しました

＜お知らせ＞　 みんなで楽しもう！卓球交流会を開催します
埼玉県断酒新生会　市民セミナーの御案内
ふれあいピック（秋季大会）グラウンド・ゴルフを実施します

令和６年度定時総会・協会長表彰式を開催しました
　令和６年６月 16 日（日）午後、雨上がりの木々
の緑がひときわ色濃く感じられた日、さいたま共
済会館で令和 6 年度定時総会と協会長表彰式が執
り行われました。
　菅野隆会長の挨拶ではじまり、来賓の埼玉県福
祉部障害者福祉推進課長茂木様、埼玉県保健医療
部疾病対策課長鈴木様から御挨拶を賜りました。
　議事は、令和５年度事業報告および決算報告

（案）、令和６年度事業計画および予算（案）の順
で執り行われました。感染症対策等で縮小した事
業もありますが、オンデマンド配信での Web 講
演会事業は一定の成果が得られたようでした。

　その後、令和５年度こころの健康プロジェクト
助成団体の活動報告がありました。
　「こころの健康プロジェクト」とは、県内で精神
保健福祉の向上を目的に活動している団体の事業
に関わる経費の一部を協会が助成するものです。

　令和５年度は「さいたま自死遺族自助グループ　
星のしずく」「あげお福祉会後援会」「NPO 法人
古太萬の会佐久間さんち」「埼玉ソーシャルフッ
トボール協会（埼玉カンピオーネ）」「こころのカ
フェの会」「NPO 法人マイムマイム」の６団体、
６つの事業に助成しました。
　定時総会では、初めて助成事業を活用いただい
た３団体から報告がありました。
　埼玉県精神保健福祉協会長表彰式では、県内に
おいて献身的な努力をしていただいている個人お
よび団体が表彰されました。
　令和６年度は、地域精神保健福祉推進者永年勤
続表彰３名、地域精神保健福祉推進者功労表彰５
名、地域精神保健福祉推進団体功労表彰２団体の
方々が表彰されました。皆様おめでとうございま
す。今後のさらなる御活躍をお祈り申し上げます。
　円滑な進行のもとすべての議事等を終え、閉会
となりました。令和６年度は事務局のメンバーも
一新され、新たな埼玉県精神保健福祉協会の始ま
りに期待を膨らまされる定時総会となりました。
 （広報編集委員　早川）

受賞された個人及び団体は当協会のホームペー
ジに掲載しておりますので、ぜひ御覧ください。
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　あげお福祉会後援会は、精神保健福祉の啓発と、
（社福）あげお福祉会を支えるための資金作りを
二本柱として活動しています。こころの健康まつ
り（吹奏楽チャリティーコンサート）等のイベン
ト開催や、会報「ひろめ～る」の発行、上尾駅前
での街頭募金活動等を行っています。

　今回のメンタルヘルス普及啓発事業「精神保健
福祉を考える映画会」は、映画観賞と精神障害当
事者や家族の体験発表を通して、精神障害が特別
なものではなく身近で、誰にでも起こり得るとい
うことを市民に知っていただくことを目的に助成
金を利用して実施しました。

　「星のしずく」は、大切な人に自死で先立たれ、
深い悲しみの中におられる方に向けて、さいたま
市を中心に自死遺族当事者による「わかちあいの
会」を運営する自助グループです。毎月１回の対
面の集いと偶数月１回のオンラインの集いを開催
しており、対面の集いは予約不要で匿名での参加
も可能です。
　当事者同士だけで安心して語り合う場「わかち
あいの会」をメイン活動としていますが、多岐に
わたるコミュニティの場をさらに広めていくため
に助成金を活用していくつかのイベントを実施し
ました。
　令和５年度は、以下のような定期的なアート
ワークや散策会を実現することができ、各回 15
名前後の参加がありました。SNS 等で広報をあ
げた途端に、すべての企画において定員がすぐに
埋まるほどの参加申込があり、需要はあると感じ
ています。

　話すことだけでなくイベントを通して行動する
ことによって、同じ時間を同じ目的で過ごせた御
遺族同士の交流が広がりをみせ、閉鎖的にならざ
るを得ない当事者のこころの換気や揉み解しにも
なりました。わかちあいの会では肩を落とし暗い
表情であった参加者がイベントでは笑顔を見せた
り、時には大声で笑い合ったりしている変化も見
られました。
　今後も定期的に開催しホッとできる場を提供し
続けられるよう、活動の幅を広げていけたらと考
えています。

こころの健康プロジェクト２� あげお福祉会後援会事業報告

こころの健康プロジェクト１
� さいたま自死遺族自助グループ　星のしずく

事業報告

香りはご馳走～想いをカタチに（手作りキャンドルワーク）～

蓮の花燈 ( はなあかり ) ランプ作り～ハスワーク～ ひだまり小道～おじぞうさん作り～
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　令和６年２月 23 日（金・祝）午後、上尾市コミュ
ニティセンターホールにて開催し、83 名の方が
来場されました。
　ドキュメント映画「夜明け前のうた～消された
沖縄の障害者」では、日本本土にて 1950 年に禁
止された「私宅監置（精神障害者を小屋などに隔
離すること）」の制度が、沖縄で 1972 年まで残っ
ていたことが映像で伝えられました。参加者から
は、「私宅監置を初めて知った。」「悲しい事実を
知ることができた。法律で定められていたという
こと、昔のことではないことが信じられない気持
ち。」「日本という社会が偏見を助長し、人として
生きる権利を当たり前のように奪ってきたことを
改めて感じた。」「精神障害のある方の人権が尊重
される世の中は、その他の多くの人にとっても望
まれる世の中だと思っ
た。」「長期入院、隔離、
工賃の低さなど、今は
しょうがないと思うかも
しれないが、何十年後振
り返るとひどいことにな
るのか。」といった感想
がありました。
　また、精神障害当事者
からの体験発表では、発症した時から今日に至る
までの経過や気持ちの変化についてお話しいただ
き、精神障害当事者の家族（親）からの発表では、

我が子が発症した時の気持ちや御自身が取り組ま
れてきた活動についてお話しいただきました。
　そして、ロビーでは映画に関する書籍の販売、
就労継続支援 B 型事業所グリーンドアのしいた
け販売、就労継続支援 B 型事業所ふらっとフォー
ムのメモ帳等の自主製品の販売を行いました。
　参加者の内訳は、当事者・家族が 26％、福祉・
医療関係者が 37％、その他が 35％で、日頃精神
保健福祉に関わりのない方々にも啓発の機会とな
り、メンタルヘルスの普及啓発としての成果をあ
げることができました。

　「NPO 法人古太萬（こだま）の会」は、精神障
がい者の自立支援を行うため、就労継続支援 B
型事業所『佐久間さんち』、本庄児玉郡市委託の
地域活動支援センター『ポノポノ』、グループホー
ムの三種類の障害者支援施設を運営しています。
　以前は、複数の障害者施設の利用者、職員が卓
球大会で交流していましたが、新型コロナウイル
ス感染症流行を受けて中断していました。
　今回、本庄児玉郡市のスポーツ交流会（ボッチャ

大会）として、当事者、家族、ボランティア等の
交流の機会を作り、相互理解を深め障害があって
も暮らしやすい地域づくりを進めることを目的に
助成金を利用して実施しました。
　令和６年２月 20 日（火）、本庄総合公園体育館
には、予定を上回る当事者、家族、ボランティア
等の約 80 名が参加しました。
　今回は、家族会とも共催し、本庄市ボッチャ協
会から 20 名以上の協力を得て幅広い交流ができ

こころの健康プロジェクト３
NPO法人　古太萬の会　佐久間さんち

事業報告
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　「埼玉カンピオーネ」は、精神障がい者フット
サル振興を通して、精神障がい者の健康の増進、
生活の質の向上、社会参加の促進を目指すために
発足した任意団体です。
　2008 年から活動しており、埼玉県内の精神保
健医療福祉に関わる機関・団体の職員、精神障が
い者、フットサル指導者、地域のボランティア及
びサポーター等で構成されています。
　今回、助成金を利用して令和５年 11 月～ 12 月

（全２日間）、春日部市内において、県内の精神障
がい者フットサルチームを一堂に集めた県内リー
グ戦を開催し、７チームが参加しました。
　今季より、実行委員会制を採用し、選手等の当
事者、その御家族、チーム関係
者が大会（特に交流企画）を共
に企画実施しました。
　令和６年３月には、障がいの

有無にかかわらないフットサル交流会として地域
交流による健康増進や社会参加の促進などを目的
に、所沢市内にて行いました。
　地域で活動している精神障がい者フットサルチー
ムと共催し、県内のチームに加えて、県外からの選
手や学生ボランティア、地域のキッズサッカースクー
ルの子どもたちとその親、浦和レッズ OB 選手も招
きました。精神障害の理解を深めるとともに、健全
な交流機会を設けることができ、協賛していただけ
る地域の企業も増えました。

ました。参加者からは「普段話す機会のない人と
も気軽に話すことができた。」などの感想が寄せ
られました。
　また、地元自治体の共催、後援を受けたことを
きっかけに地元ケーブルテレビで大会の様子が放
映され、参加できなかった方からも反響が寄せら
れ、地域の取り組みを PR することができました。
令和６年度は、より多くの事業所からの参加が得
られるように働きかけたいと考えています。
　当協会ニュースレターやすらぎ第 74 号（令和
６年３月発行）に大会当日取材させていただいた
記事がありますので、合わせてお読みください。

　ボッチャとは、ヨーロッパ生まれの重度脳
性麻痺者もしくは同程度の四肢重度機能障が
い者のために考案されたスポーツで、パラリ
ンピック正式種目です。
　年齢、性別、障がいのあるなしにかかわら
ず、すべての人が一緒に競い合えるスポーツ
です。

ボッチャについて詳しく知りたい方は
みんなでボッチャ１万人プロジェクト

こころの健康プロジェクト４
埼玉ソーシャルフットボール協会（埼玉カンピオーネ）

事業報告

Ⓒ埼玉県2005

Ⓒ埼玉県2005
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　こころのカフェの会は、鴻巣市の２つの精神障害
者の家族会である「こうの会」と「土曜の会」が母
体となり、市の障害福祉課や鴻巣市保健センターの
アドバイスを受けて 2019 年 10 月に発足したボラン
ティア団体です。
　既存の精神保健医療福祉サービスを安定して利
用できない方、またひきこもりの方とその家族が地
域で集える憩いの場、社会復帰へ向けてのきっかけ
となる居場所で、毎月１回、10 名以上の当事者が鴻
巣市中央公民館に集まっています。
　今回、助成金を頂きひきこもりの方と家族の学び
の場として交流会を実施することが出来ました。
　令和５年 12 月 22 日（金）午後、鴻巣市中央公
民館に、「畑奉枝さんのトイピアノとお話」のテーマ
で交流し、35 名が集まりました。お兄さん ( 精神障
害の当事者 ) がトイピアノの作曲をしながら地域と交

流し、親なき後、一人暮らしをしている近況をお話し
ていただきました。
　参加者は畑さんのトイピアノに合わせ、トーン
チャイムを使って、クリスマスソングを一緒に演
奏しました。
　令和６年２月 16 日（金）午後、
上記と同じ場所で、当事者である
Ａさんに御自身の体験をお話し
てもらいました。26 名が集まり、
関心の高さが示されました。病に
苦しみながらも回復した当事者自
身のお話を聞く事は、大変貴重で
あり、今回の話を聞き、
一人でも多くの方が本
人の回復へ繋がればと
思いました。

　「NPO 法人マイムマイム」は、地域の中で障害の
有無にかかわらず、子どもから高齢者まで、誰もが
生き生きと暮らす笑顔のある社会づくりを活動理念
とし、居心地の良い居場所の提供、会員も共に楽し
めるプログラムを企画しています。主な活動は、農業
を基盤とした事業、コミュニティカフェ（月１回）開催、
精神保健福祉士又は家族による相談支援及び講演
会です。
　立冬も過ぎた令和５年 11 月18 日（土）、毛呂山町

「ウィズもろやま」にて、武者小路知行氏をお迎えし、
講演会「武者小路実篤先生のお孫さんが語る“文豪
の素顔”」について助成金を利用して開催しました。

　事前の準備から「NPO 法人ゆずり葉の会」と連
携し、常にチームワークよく成功裡に終わること
ができました。そして、より多くの市町、団体に
後援をいただいて、広報した成果もあり、当日は
県外からの参加者も含め、102 名が参加しました。
　講演では、人生の歩み方、哲学など多方面から
学ぶことができ、障害の捉え方、ひきこもりへの
視点を考えるヒントをいただきました。誰もが自
分の意思を主張できる環境や福祉で言われる伴走
の姿勢の大切さなど、頭ではなくやさしい心が伝
わりました。
　講師の魅力と熱心な聴講と相まって、素晴らし
いひとときを過ごすことができました。
　講演会の様子は、YouTube で配信しています
ので、ぜひご覧ください。

URL　https://youtu.be/Xyzkyty44mY

こころの健康プロジェクト５ こころのカフェの会事業報告

こころの健康プロジェクト 6 NPO法人　マイムマイム事業報告

Ⓒ埼玉県2005
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　「彩の国ふれあいピック」は、埼玉県パラスポー
ツ大会（旧：埼玉県障害者スポーツ大会）の愛称
とされ、今回の春季大会は、第 23 回全国障害者
スポーツ大会「SAGA2024」への埼玉県・さいた
ま市代表選手の派遣に向けた選手選考会として実
施されました。
　実施競技は、陸上競技、水泳、アーチェリー、
卓球、フライングディスク、ボウリング、ボッチャ
の７つの個人競技です。精神障害の区分で参加で
きる個人競技は「卓球」で、令和６年５月 19 日（日）
に上尾運動公園体育館において、身体・知的障害
の卓球選考会と合同で開催されました。
　精神障害の選考会には 11 名が参加し、選手の
皆さんは日頃の練習の成果を発揮し、白熱した試
合が繰り広げられていました。
　また、交流を目的とした「記録会」も合わせて

開催され、５名の参加がありました。
　埼玉県代表候補選手としては男性１名が、さい
たま市代表候補選手としては男性１名、女性 1 名
が選考され、10 月 26 日～ 28 日に行われる全国
大会に向けて、埼玉県代表選手団及びさいたま市
代表選手団としてそれぞれ佐賀県に派遣されま
す。皆さんの応援をぜひお願いいたします！ 
　なお、残念ながら今回は埼玉県代表選手選考に
女性のエントリーがなかったため、埼玉県代表選
手として女性選手の派遣がありません。今後は多
くの方に御参加いただ
き、スポーツを通じた
社会参加の拡大や全国
大会に女性選手を派遣
できることを期待して
おります。

　昨年度から、さいたま市卓球協会に御協力を
いただき、卓球交流大会を開催しています。
　勝負を楽しみたい S リーグと交流を楽しみ
たい K リーグの２リーグ制です。

開催日時　 令和６年 10 月 17 日（木）
13 時　開会式
16 時　閉会式（予定）

会　　場　浦和駒場体育館

みんなで楽しもう！卓球交流大会（第50回埼玉県精神保健福祉卓球大会）を開催します

　障がい者の体力維持、増進ならびに社会参加
の推進を図り、広く障がい者のスポーツ活動を
普及させる親しみやすい県内最大規模のスポー
ツ体験イベントです。
　さまざまなスポーツを体験でき、体力測定
コーナーやスタンプラリーも行われます。

　ほとんどの種目が予約不要で当日参加可能で
す。
　御参加をお待ちしております。
開催日時　 令和６年９月 23 日（祝）

10 時から 14 時 30 分
会　　場　熊谷スポーツ文化公園

令和６年度彩の国ふれあいピック（秋季大会）(第37回県民総合スポーツ大会兼第23回埼玉県パラスポーツ大会)
体験イベント　グラウンド・ゴルフを実施します

テーマ「依存症がもたらす家族・地域社会への影響」
第22回埼玉県市民公開セミナー　～ (公社)埼玉県断酒新生会創立55周年記念大会～

　コロナ禍を経て依存症の諸問題について改め
て考えてみよう
内　　容　 体験発表（断酒会会員、家族）

講演　講師　精神科医　鈴木　勝幸氏
日　　時　 令和６年 11 月 10 日（日）

13：00 ～ 16：00

会　　場　 加須市市民総合会館（市民プラザかぞ）
定　　員　 300 名

事前申込不要、参加費無料
問合せ先　 埼玉東部断酒新生会　福田　純

☎  090­1555­2394

イベントのお知らせ

令和６年度彩の国ふれあいピック春季大会
� （第37回県民総合スポーツ大会兼第23回埼玉県パラスポーツ大会）参加報告

Ⓒ埼玉県2005

　 令和６年９月 23 日（祝）

Ⓒ埼玉県2005
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